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広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
広
島
県
内

の
魅
力
的
な
名
産
品
や
特
産
品
、
優
れ
た

製
品
や
技
術
な
ど
を
一
堂
に
集
め
た
企
業

展
「
広
島
県
商
工
会
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ェ
ア
二
〇
一
二
」を
九
月
二
十
六
日
、

広
島
市
南
区
比
治
山
本
町
の
広
島
県
立
広

開
催
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
植
田
賢
治
会
長

が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
。
急
速
な
少

子
高
齢
化
、
過
疎
化
の
進
展
な
ど
地
域
が

疲
弊
す
る
状
況
の
中
、
地
域
経
済
や
雇
用

を
守
る
た
め
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

日
々
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
る

小
規
模
事
業
者
が
数
多
く
い
る
こ
と
を
列

席
者
に
伝
え
、「
こ
の
よ
う
な
事
業
者
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
」
と
趣

旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

植
田
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
同
フ
ェ
ア
が
華
々
し

く
開
幕
。
開
場
と
と
も
に
、
多
く
の
一
般

来
場
者
や
流
通
関
係
バ
イ
ヤ
ー
、
商
工
会

関
係
者
ら
が
お
目
当
て
の
コ
ー
ナ
ー
を
目

指
し
て
続
々
と
入
場
。
会
場
内
の
各
ブ
ー

ス
で
は
、
出
展
事
業
者
ら
が
来
場
者
や
関

係
者
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
や
商
談
を
行
い
、
場

内
は
活
気
と
賑
わ
い
に
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し

た
。自

社
商
品
の
魅
力
発
信
と
販
路
拡
大
を

目
的
に
出
展
し
た
事
業
者
は
、「
自
社
商

品
の
特
徴
を
消
費
者
に
も
バ
イ
ヤ
ー
に
も

Ｐ
Ｒ
で
き
、
十
分
な
出
展
効
果
が
得
ら
れ

た
」
と
満
足
そ
う
に
コ
メ
ン
ト
。
地
域
資

源
の
認
知
度
向
上
策
の
一
環
と
し
て
出
展

し
た
事
業
者
は
、「
ま
だ
ま
だ
知
名
度
が

足
り
な
い
」
と
述
べ
る
一
方
で
、「
地
元

の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
で
き
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
す
な
ど
、
出
展
事
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に

一
定
の
成
果
と
手
応
え
を
感
じ
た
よ
う
で

し
た
。

﹇
県
内
各
地
か
ら
五
七
の
事
業
者
が
出
展
参
加
し
、
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慢
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自
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Ｒ
﹈
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Ｒ
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「
広
島
県
商
工
会
ビ
ジ
ネ
ス
マ
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チ
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二
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催

「
広
島
県
商
工
会
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
二
〇
一
二
」開
催

島
産
業
会
館
西
展
示
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
流
通
関
係
バ
イ
ヤ
ー
、
商
工

会
関
係
者
を
は
じ
め
、
一
〇
〇
〇
人
を
超

え
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
県
内
各
地
で
開
発
さ

れ
た
特
産
品
な
ど
の
育
成
・
普
及
を
図
る

と
と
も
に
、
出
展
事
業
者
同
士

や
来
場
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
各
出
展
事
業

者
の
需
要
開
拓
や
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
た
も
の
。
当
日
は
、
県
内
の

経
営
革
新
承
認
事
業
者
、
農
商

工
連
携
認
定
事
業
者
、
ひ
ろ
し

ま
夢
ぷ
ら
ざ
出
展
事
業
者
を
は

じ
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

商
品
開
発
に
取
り
組
む
小
売
業

者
、
付
加
価
値
の
高
い
製
品
開

発
を
行
う
製
造
業
者
な
ど
、

五
十
七
の
事
業
者
（
食
品
関
連

四
十
六
社
・
非
食
品
関
連
十
一

社
）
が
出
展
。
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

を
凝
ら
し
た
ブ
ー
ス
を
構
え
、

自
社
商
品
・
製
品
の
見
本
展
示

や
実
演
販
売
、
試
食
な
ど
を

行
っ
て
、
会
場
を
訪
れ
た
人
た

ち
に
自
慢
の
品
々
を
存
分
に
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

オープニングセレモニー風景
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当
日
は
午
後
一
時
か
ら
会
場
内
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
『
サ
キ
ド
リ
』、
フ
ジ
テ
レ
ビ
『
ホ

ン
マ
で
っ
か
! ?
Ｔ
Ｖ
』
ほ
か
、
多
数
の
メ

デ
ィ
ア
に
出
演
す
る
な
ど
幅
広
く
活
躍
中

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
牛
窪
恵

氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
『
時
代
の
流
れ
を

読
み
解
く
方
法
』
と
題
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
し
た
。
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中
四
国
各
県
商
工
会
女
性
部
の
代
表
が

一
堂
に
会
し
、
女
性
部
活
動
の
成
果
発
表

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
「
平
成
二
十
四

年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性

部
交
流
会
」
が
九
月
六
日
、
南
区
元
宇
品

町
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
中
四
国

九
県
の
女
性
部
有
志
が
一
堂
に
集
ま
り
、

女
性
部
活
動
推
進
の
た
め
の
情
報
交
換
や

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向
上
を

図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
か
れ
て

い
る
も
の
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
県
が
毎
年

持
ち
回
り
で
開
催
し
、
今
年
は
本
県
が
幹

事
県
と
し
て
、『
お
し
い
広
島
！ 

お
も
て

な
し
と
笑
顔
で
つ
な
ぐ
地
域
の
絆
』
を

テ
ー
マ
に
大
会
を
運
営
。
約
一
〇
〇
〇
人

の
女
性
部
有
志
が
広
島
に
参
集
し
ま
し

た
。

「
こ
こ
に
平
成
二
十
四
年
度
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
宣
言

す
る
」。
井
上
文
江
本
県
女
性
連
会
長
が

声
も
高
ら
か
に
開
会
を
宣
言
し
、
中
島
靖

子
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
連
絡

協
議
会
会
長
、
植
田
賢
治
広
島
県
連
会
長

に
よ
る
参
加
者
へ
の
お
礼
と
歓
迎
の
挨
拶

で
大
会
は
幕
開
け
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
太
田
秀
幸
中
国
経
済

産
業
局
産
業
部
長
、
湯
﨑
英
彦
広
島
県
知

事
ら
四
氏
が
祝
辞
を
披
露
。「
女
性
な
ら

で
は
の
感
性
と
あ
ふ
れ
る
情
熱
で
地
域
の

発
展
を
け
ん
引
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
（
太
田
産
業
部
長
）、「
我
が
国

が
人
口
減
少
、
高
齢
化
な
ど
の
課
題
に
直

面
す
る
中
、
多
く
の
女
性
部
有
志
が
集
ま

り
、
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
は

力
強
い
限
り
」
（
湯
﨑
知
事
）
な
ど
、
力

強
い
期
待
の
言
葉
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

交
流
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
「
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
」
は
、
各
県
の
大
会
を
勝
ち
上
が
っ
た

九
人
の
代
表
者
ら
に
よ
っ
て
、
中
四
国
大

会
に
ふ
さ
わ
し
い
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
は
僅
差
の
大
接
戦
の
末
、
岡
山
県

代
表
で
、
み
ま
さ
か
商
工
会
女
性
部
の
岩

谷
美
登
里
さ
ん
が
栄
え
あ
る
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
岩
谷
さ
ん
は
、
同
商
工

会
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
ら
で
作
っ
た
『
ふ

ゆ
し
ら
ず
の
会
』
に
よ
る
、
地
元
特
産
の

黒
豆
を
使
っ
た
『
黒
豆
バ
ー
ガ
ー
』
開
発

の
経
緯
や
経
過
、
将
来
へ
の
展
望
な
ど
を

発
表
し
、
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

広島県商工会女性部連合会

「
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

　
　女性
部
交
流
会
」開
催

「
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

　
　女性
部
交
流
会
」開
催

各
県
商
工
会
女
性
部
の
代
表
者
ら
、

約
一
〇
〇
〇
人
が
広
島
の
地
に
集
う

祝辞を述べる湯﨑知事

主張発表大会では緊張の中にも力強く発表をする県代表部員
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広
島
県
内
の
商
工
会
青
年
部
の
代
表
が

一
堂
に
会
し
、
青
年
部
活
動
や
地
域
振
興

活
動
を
通
じ
て
得
た
体
験
や
成
果
、
意
見

を
発
表
し
合
う
「
第
十
九
回
商
工
会
青
年

部
主
張
発
表
広
島
県
大
会
」
が
七
月

二
十
四
日
、
南
区
元
宇
品
町
の
グ
ラ
ン
ド

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
で
開
か
れ
ま
し

た
。
県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
六
人
の
代
表
者
が
、
青
年
部

活
動
か
ら
得
た
経
験
や
感
動
、
地
域
振

興
・
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
夢
や
希
望
な

ど
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
後
に
行
わ
れ
た
基
調
講

演
で
は
、
広
島
民
俗
学
会
の
常
任
理
事
で

広
島
修
道
大
学
の
岡
崎
環
非
常
勤
講
師
が
、

『
平
清
盛
と
厳
島
〜
現
生
に
極
楽
を
〜
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
。

岡
崎
常
任
理
事
、
平
清
盛
ら
に
よ
る
厳

島
神
社
参
詣
の
様
子
や
、
平
氏
一
門
が
社

参
し
、
数
百
人
の
僧
侶
を
並
べ
て
執
り

行
っ
た
〝
千
僧
供
養
（
せ
ん
そ
う
く
よ

う
）〞、
海
上
に
数
万
の
松
明
を
灯
す
〝
万

燈
会
（
ま
ん
と
う
え
）〞
の
模
様
な
ど
を

詳
し
く
解
説
。
平
清
盛
が
厳
島
に
作
り
出

そ
う
と
し
た
極
楽
浄
土
の
世
界
を
リ
ア
ル

に
紹
介
し
、聴
衆
の
関
心
を
誘
い
ま
し
た
。

今
大
会
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の

は
、『
青
年
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
〜
続
け
る
こ
と
〜
』
を
テ
ー
マ
に

主
張
を
発
表
し
た
、
芸
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

で
、
祇
園
町
商
工
会
青
年
部
の
松
田
浩
生

さ
ん
。
一
番
手
と
し
て
壇
上
に
立
っ
た
松

田
さ
ん
は
、〝
続
け
る
こ
と
〞
を
中
心

テ
ー
マ
に
据
え
、
物
事
を
継
続
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
抑
揚
の
あ
る
語
り
口
で
訴

え
、
聴
衆
の
感
動
を
誘
い
ま
し
た
。

大
会
後
の
総
評
で
審
査
委
員
長
は
、

「
表
現
力
の
巧
み
さ
が
見
事
で
、
中
身
の

構
成
力
が
秀
逸
」
と
松
田
さ
ん
の
発
表
を

絶
賛
。
起
承
転
結
に
従
い
文
章
が
組
み
立

て
、
そ
れ
を
松
田
さ
ん
が
巧
み
な
表
現
力

で
訴
え
か
け
た
こ
と
に
対
し
て
、「
非
凡

な
才
能
が
あ
る
」
と
太
鼓
判
を
押
し
ま
し

た
。最

優
秀
賞
受
賞
後
に
松
田
さ
ん
は
、

「
も
っ
た
い
な
言
葉
を
い
た
だ
き
、
大
変

あ
り
が
た
い
」と
感
謝
の
弁
を
述
べ
、「
素

直
に
嬉
し
い
と
思
う
」
と
率
直
な
感
想
を

口
に
し
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
後
、「
平
成
二
十
四
年

度
第
二
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」
が
開

か
れ
、
県
青
連
が
今
年
度
か
ら
実
施
す
る

研
究
会
制
度
の
概
要
説
明
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
の
現
状
を
学
び
、
継
続
的
な

支
援
策
の
あ
り
方
を
考
え
る
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
執
行
部
が
今
年
度
の
新

規
事
業
「
商
工
会
青
年
部
広
域
専
門
研
究

会
事
業
」
の
概
要
を
説
明
。こ
の
事
業
は
、

目
標
を
同
じ
く
す
る
青
年
部
員
同
士
が
業

種
・
業
態
、
地
域
の
枠
を
超
え
て
連
携
し
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
考
案
や
構

築
、
新
た
な
県
青
連
事
業
の
企
画
や
提
案

な
ど
を
調
査
・
研
究
す
る
取
り
組
み
に
対

し
て
県
青
連
が
支
援
を
行
う
と
い
う
も

の
。
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
青
年

部
同
士
が
集
ま
り
、
十
五
人
規
模
の
研
究

会
を
設
置
。定
期
的
に
研
究
会
を
開
催
し
、

共
通
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
広
域
的
な
情
報
交

換
や
事
例
検
討
、
共
通
テ
ー
マ
に
つ
い
て

専
門
的
な
調
査
や
研
究
を
行
う
こ
と
で
新

た
な
付
加
価
値
を
創
造
し
て
も
ら
い
、
青

年
部
事
業
所
と
県
青
連
組
織
全
体
の
活
性

化
を
図
る
狙
い
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

開会あいさつをする小川県青連会長

広島県商工会青年部連合会

「
主
張
発
表
大
会・

　
　青年
部
研
修
会
」開
催

「
主
張
発
表
大
会・

　
　青年
部
研
修
会
」開
催

最
優
秀
賞
に
松
田
浩
生
さ
ん
。

二
部
構
成
の
研
修
会
も
実
施
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広
島
市
安
佐
南
区
内
の
四
つ
の
商
工
会

（
祇
園
町
商
工
会
、
安
古
市
町
商
工
会
、

第
二
部
で
は
、
宮
城
県
石
巻
か
ほ
く
商

工
会
青
年
部
の
小
松
光
（
あ
き
ら
）
部
長

が
『
東
日
本
大
震
災
「
震
災
か
ら
復
興

へ
」』
を
テ
ー
マ
に
、
被
災
地
の
現
状
報

告
や
同
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
復
興
支
援

事
業
の
概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

小
松
部
長
は
冒
頭
の
約
十
五
分
間
、
震

災
当
日
に
石
巻
市
雄
勝
総
合
支
所
か
ら
撮

影
さ
れ
た
、
巨
大
津
波
が
雄
勝
町
に
襲
い

か
か
る
映
像
を
ス
ラ
イ
ド
で
上
映
。「
津

波
の
高
さ
は
最
大
で
二
十
一・
三
ｍ
に
達

し
た
」
「
一
つ
の
波
で
一
つ
の
町
が
な
く

な
っ
た
」
な
ど
と
、
被
災
当
時
の
現
地
の

生
々
し
い
様
子
を
リ
ア
ル
な
言
葉
で
表
現

し
ま
し
た
。

小
松
部
長
は
疲
弊
し
た
ふ
る
さ
と
の
再

建
に
向
け
、「
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
」

と
強
調
。
毎
月
一
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
で
復
興
に
立
ち
向
か
う
地
元
の

人
々
を
勇
気
付
け
る
と
同
時
に
、
現
地
視

察
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
い
、
地
元

の
現
状
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
、と
大
き
な
志
を
語
り
ま
し
た
。

商
工
会
と
大
学
が
連
携
し

合
同
企
業
説
明
会

安
佐
南
区
内
の
十
六
社
、

約
七
〇
人
の
学
生
が
参
加

合
同
企
業
説
明
会

約
七
〇
人
の
学
生
が
参
加

安佐南区内
四商工会

沼
田
町
商
工
会
、
広
島
安
佐
商
工
会
佐
東

支
所
）
と
、
五
つ
の
大
学
（
広
島
修
道
大

学
、
広
島
経
済
大
学
、
安
田
女
子
大
学
・

短
期
大
学
、
広
島
文
化
学
園
大
学
・
短
期

大
学
、
広
島
市
立
大
学
）
が
連
携
し
、
来

春
卒
業
予
定
者
を
対
象
に
し
た
「
平
成

二
十
四
年
度
安
佐
南
区
大
学
・
商
工
会
合

同
企
業
説
明
会
」
を
九
月
十
二
日
、
同
区

古
市
一
丁
目
の
同
区
役
所
で
開
催
し
ま
し

た
。
地
元
中
小
企
業
の
人
材
の
確
保
と
地

元
志
向
の
学
生
の
就
職
支
援
を
目
的
に
開

い
た
も
の
で
、
商
工
会
と
大
学
が
合
同
で

企
業
説
明
会
を
行
う
の
は
初
の
試
み
。

四
商
工
会
の
会
員
事
業
所
十
六
社
が
一

堂
に
集
ま
り
、
地
元
で
の
就
職
を
希
望
す

る
学
生
た
ち
約
七
〇
人
が
来
場
。
学
生
た

ち
は
積
極
的
に
企
業
ブ
ー
ス
を
回
り
な
が

ら
、
採
用
担
当
者
か
ら
事
業
内
容
な
ど
を

熱
心
に
聞
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
同
区
役
所
地
域
起

こ
し
推
進
課
が
音
頭
を
取
っ
て
実
現
し
た

企
画
。
平
成
二
十
年
十
月
の
広
島
修
道
大

学
を
皮
切
り
に
、
同
区
役
所
は
こ
れ
ま
で

に
、
区
内
の
全
大
学
と
地
域
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結
。
ま
ち
づ
く
り
な
ど

地
域
の
課
題
解
決
に
各
大
学
と
連
携
・
協

力
し
て
取
り
組
む
た
め
、
同
課
で
は
各
大

学
の
実
務
担
当
者
を
集
め
て
二
か
月
に
一

回
、
合
同
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

約
一
年
前
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
で

学
生
の
就
職
難
が
各
大
学
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
合
同
会
議
で
議
題
に
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
地
元
の
中

小
企
業
が
適
切
な
人
材
を
確
保
で
き
な
い

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
同
課

は
把
握
し
て
い
て
、
双
方
の
課
題
解
決
に

向
け
、
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
作
ろ

う
と
考
え
た
の
が
開
催
の
き
っ
か
け
。

同
課
は
昨
年
十
月
の
会
議
で
、
地
元
企

業
を
集
め
た
就
職
説
明
会
の
開
催
を
大
学

側
に
提
案
。
各
大
学
か
ら
積
極
的
に
協
力

す
る
と
の
回
答
を
得
た
後
、
今
年
一
月
に

管
内
の
商
工
会
を
交
え
た
初
の
三
者
合
同

会
議
を
催
し
、
同
課
が
示
し
た
提
案
を
出

席
者
ら
は
大
筋
で
了
承
。
提
案
の
具
体
化

に
向
け
た
準
備
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
商
工
会
が
会
員
事
業
所
の

意
向
を
調
査
す
る
た
め
に
、
説
明
会
へ
の

参
加
の
可
否
、説
明
会
参
加
実
績
の
有
無
、

職
場
見
学
・
職
場
体
験
受
け
入
れ
の
可
否

な
ど
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
各
会
員
事
業

所
宛
に
送
付
。
最
終
的
に
十
六
社
の
参
加

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

面談に臨む事業者と学生



−5−

SHOKO 広島県商工連会報　平成24年11月19日　VOL.357SHOKO 広島県商工連会報　平成24年11月19日　VOL.357

団体割引適用で、一般契約に比べ割安

加入時の医師の診査は原則不要。いつでも加入できます。

有利な保険料1

てん補期間は最長１年間（免責期間７日間）ロングな補償2

国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償ワイドにサポート3

天災が原因のケガによる休業も補償安 心 の 補 償4

簡 単 手 続 き5

病気やケガで働けない間、最高１年間月々の所得をワイドに補償します。

広島支店法人営業部

当
日
は
同
区
外
の
大
学
か
ら
の
参
加
も

あ
る
な
ど
反
響
は
大
き
く
、
初
の
企
業
説

明
会
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

加
島
英
俊
顧
問
の

『
旭
日
小
綬
章
』受
章
祝
う

広島県商工会連合会

正
副
会
長
が一
堂
に
会
し
、

顧
問
と
と
も
に
喜
び
分
か
ち
合
う

今
年
の
春
の
叙
勲
で
、
広
島
県
商
工
会

連
合
会
の
加
島
英
俊
顧
問
（
前
会
長
）
が

社
会
的
に
顕
著
な
功
績
を
上
げ
た
人
物
に

対
し
て
授
与
さ
れ
る
『
旭
日
小
綬
章
』
を

受
章
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
「
加
島
英

俊
氏
旭
日
小
綬
章
受
章
祝
賀
会
」
が
八
月

八
日
、
中
区
中
町
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
で
開
か
れ
ま
し
た
。
県

内
商
工
会
の
正
副
会
長
な
ど
約
五
十
人
が

出
席
し
、
加
島
顧
問
の
受
章
を
祝
い
、
喜

び
を
と
も
に
し
ま
し
た
。

加
島
顧
問
は
、
本
県
連
理
事
、
副
会
長

な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
十
四
年
に
第
九
代

会
長
に
就
任
。
七
年
に
わ
た
っ
て
会
長
職

を
務
め
、
三
年
前
に
本
県
連
の
顧
問
に
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
庄
原
市
議
会

議
員
、
広
島
県
分
権
改
革
推
進
審
議
会
委

員
な
ど
の
職
責
を
務
め
、
地
域
社
会
の
振

興
発
展
と
地
域
商
工
業
の
育
成
に
も
寄

与
。
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の

た
び
の
受
章
に
至
り
ま
し
た
。

祝
う
会
発
起
人
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
植
田
賢
治
会
長
は
、「
我
々
商
工

会
関
係
者
に
と
っ
て
こ
の
う
え
な
い
喜

び
」
と
祝
福
の
意
を
表
現
。

続
い
て
、
堀
田
悦
三
副
会
長
が
加
島
顧

問
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
本
県
連
の
女
性

職
員
が
加
島
夫
妻
に
花
束
を
手
渡
し
ま
し

た
。記

念
品
と
花
束
を
受
け
取
っ
た
加
島
顧

問
は
、「
み
な
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

の
章
が
い
た
だ
け
た
。
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
る
」
と
深
く
頭
を
下
げ
な
が
ら
、

心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
応
援

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
応
援

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
応
援

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
応
援

広
島
安
佐
商
工
会
・
高
陽
町
商
工
会

安
佐
北
警
察
署
と
両
商
工
会
が
、

　
　
　
　
防
犯
協
力
の
覚
書
を
締
結

広
島
安
佐
商
工
会
と
高
陽
町
商
工
会

が
、
安
佐
北
警
察
署
と
「
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
」
を
推
進
す
る
た
め
の

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
安
佐
北
区
可
部

四
丁
目
の
同
署
講
堂
で
八
月
八
日
、
覚
書

の
締
結
式
が
行
わ
れ
、
井
手
修
、
大
下
秀

明
両
会
長
と
加
藤
博
時
署
長
が
覚
書
に
署

名
し
、
今
後
の
連
携
と
協
力
に
向
け
て
固

い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

同
覚
書
は
、
広
島
県
が
平
成
十
五
年
か

ら
取
り
組
む
「
減
ら
そ
う
犯
罪
広
島
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
」
の
一
環
で
、
犯
罪
の
な

い
安
心
安
全
な
安
佐
北
区
を
実
現
す
る
た

め
、
両
商
工
会
が
同
署
の
呼
び
掛
け
に
応

じ
て
締
結
し
た
も
の
。
両
商
工
会
の
会
員

事
業
所
を
中
心
に
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
行
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

同
署
は
県
と
足
並
み
を
揃
え
、
安
心
安

全
な
安
佐
北
区
を
実
現
す
る
た
め
、
管
内

の
各
団
体
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

推
進
。
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
、
安
佐
北

区
内
の
多
く
の
事
業
者
が
加
入
し
、
地
域

に
密
着
し
た
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
両

商
工
会
と
の
覚
書
を
締
結
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

同
覚
書
に
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、『
広
報
啓
発

活
動
』
『
地
域
貢
献
活
動
』
『
事
件
情
報

等
の
通
報
』
の
三
項
目
の
施
策
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。
両
商
工
会
は
今
後
、
防
犯

情
報
の
収
集
や
発
信
に
力
を
入
れ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
商
工
会
報
を
活
用
し
た
広
報

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

同
署
が
配
信
す
る
防
犯
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
防
犯
チ

ラ
シ
の
設
置
や
防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
協

力
を
会
員
事
業
所
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

会
員
事
業
所
は
各
種
情
報
発
信
活
動
を

加島顧問と奥様
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

通
じ
て
、
付
近
の
住
民
向
け
に
防
犯
意
識

を
高
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
う
ほ

か
、
防
犯
・
交
通
安
全
活
動
を
目
的
と
し

た
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
諸
行
事
に

も
積
極
的
に
参
加
。
犯
罪
や
交
通
事
故
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
認
知
し
た
場
合
、
可

能
な
範
囲
で
応
急
措
置
を
講
じ
、
早
期
通

報
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
資
金
繰
り
総
点
検
運
動
」

実
施

『
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
』
終
了
前
に
、

商
工
会
組
織
を
挙
げ
て
会
員
支
援

広島県商工会連合会

広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
県
内
三
十
四

商
工
会
は
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

間
、
商
工
会
地
域
内
の
企
業
を
重
点
的
に

巡
回
す
る
「
資
金
繰
り
総
点
検
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。
巡
回
訪
問
を
通
じ
て
、
経

営
指
導
員
が
資
金
繰
り
相
談
や
経
営
改
善

計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の

で
、
中
小
企
業
な
ど
の
借
金
返
済
を
猶
予

す
る
『
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
』
が
来

年
三
月
末
に
期
限
切
れ
に
な
る
の
を
前

に
、
商
工
会
組
織
を
挙
げ
て
中
小
・
小
規

模
企
業
の
経
営
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

全
国
商
工
会
連
合
会
は
九
月
か
ら
十
月

に
か
け
、
従
業
員
二
十
人
以
下
の
小
規
模

企
業
を
中
心
に
同
法
の
対
応
状
況
に
つ
い

て
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
の
集
計
結
果
を

十
月
末
に
公
表
し
ま
し
た
。

回
答
企
業
の
う
ち
約
半
数
が
同
法
を
利

用
し
、
同
法
終
了
に
伴
う
影
響
を
懸
念
す

る
企
業
は
七
割
を
超
に
。同
法
終
了
後
も
、

引
き
続
き
金
融
機
関
か
ら
条
件
変
更
や
新

規
融
資
等
の
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
柔

軟
な
対
応
を
求
め
る
声
が
非
常
に
強
い
こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

経
営
指
導
員
が
経
営
者
と
直
接
会
い
、

資
金
繰
り
状
況
を
話
し
合
い
、
経
営
内
容

を
見
直
す
計
画
作
り
を
行
な
う
な
ど
の
支

援
を
実
施
し
ま
す
。
同
法
終
了
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
商
工
会
地
域
内
の
企
業

に
対
し
、
資
金
繰
り
相
談
を
早
め
に
行
う

よ
う
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
も
し
て
い
ま

す
。広

島
県
統
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
島
県
統
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
島
県
統
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
経
済
産
業
省
・
都
道
府
県
・
市
町
村

　
　平
成
二
四
年
工
業
統
計
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
〜

左から井手広島安佐商工会長、加藤署長、大下高陽町商工会長

＜全国統一ステッカー＞

平成24年工業統計調査を実施します
○平成24年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造
　事業所を対象に、24年12月31日時点で実施します。
○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすること
を目的とする政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のあ
る基幹統計調査です。
○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地
域行政施策のための基礎資料として利活用されます。
○調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以
外（税の資料など）に使用することは絶対にありませ
ん。
○調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろ
しくお願いいたします。
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けがによる死亡・後遺
障害、入院、手術、通
院を補償します。

疾病による入院、手術
等を補償します。注１

がん・けが・疾病によ
る入院、手術等を補償
します。

注１：「病気」の補償は「けが」の補償に加入されている方のみがお申込みいただけます。

「けが」の
補償

「病気」の
補償

「がん」
重点補償

けが・病気・がんにしっかり備えるけが・病気・がんにしっかり備えるけが・病気・がんにしっかり備える
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